
◎
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ

伝
統
と
近
代
の
狭
間

大
興
安
嶺

オ

ロ
グ

ヤ
・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族

の
「移

住
」

祁

政

は
じ
め
に

二
〇
〇
三
年
八
月
に
、
大
興
安
嶺
オ
ロ
グ
ヤ
・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族

(中

国
語
表
記

"
「赦
魯
古
雅

・
郷
温
克
族
」)
自
治
郷
の
移
住
が
、
「生
態

移
民
」、

「ト
ナ
カ
イ
と
森
を
出
た
最
後
の
狩
人
」
、
「引
越
し
好
き
な

民
族
が
永
久
定
居

へ
」
な
ど
、
読
者

・
識
者
の
関
心
を
引
き
付
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
フ
レ
ー
ズ
や
表
題
で
報
道
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
世
間

に
ほ

と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

は

一

時
期
あ
た

か
も
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
寵
児
の
よ
う
だ

っ
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
報
道
の
中
で
、
と
り
わ
け

「ト
ナ
カ
イ
が
倒
れ
、
狩
人
が

一
日
で

山

へ
」
と

い
う
記
事
は
筆
者

の
心
を
捉
え
た
。
と
い
う
の
は
、
筆
者

は

「中
国
騎
馬
民
族

に
お
け
る
喫
茶
習
俗

の
歴
史
と
現
状
」
と

い
う

研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
準
備
と
し
て
、
二
〇
〇

二
年
の
夏
に
こ
の
自

治
郷
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
時
移
住

の
話
題

に
い
く
度
か
遭

遇
し
た
た
め
、
以
来
こ
の
問
題
に
関
心
を
持

ち
続
け
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。

人
口
二
万
人
余
り
を
有
す
る
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
は
、
五
五
を
有
す
る

中
国
少
数
民
族

の
中
で
、
と
り
わ
け
人
口
の
少
な
い
民
族

で
あ
る
。

エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
は
中
国
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

を
は
じ
め
、
黒
龍
江
省
、

新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
さ
ら
に

ロ
シ
ア
、

モ
ン
ゴ
ル
国
に
及
ぶ
地

域
に
、
国
境
を
越
え
て
生
活
し
て
い
る
。

「
ソ

ロ
ン
」、

「
ツ
ン
グ
ー

ス
」
、
「ヤ
ク
ー
ト
」
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
民
族
は
絶
え
間
な
い
移
動

の
結
果
、
今
日
の

「広
く
分
布
し
、
所
々
集
中
し
て
い
る
」
(
「大
分

散
、
小
聚
居
」)
と
い
う
状
態
を
形
成
し
た
。

「
エ
ヴ

ェ
ン
キ
」
と
は

「大
き
な
山
に
住
む
人
々
」
を
意
味
す
る
。

一
九
五
七
年
末
に
、
中
国
政
府

は
彼
ら
の
意
志
に
基
づ
き
、
彼
ら
の

自
称
を
用
い
て
独
自

の

「
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
」
と
し
て
認
定
し
た
。
現
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在
、
「ソ

ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
最
も
多
く
、
牧
畜
業
と
農

業
に
従
事

し
て
い
る
。
「
ツ
ン
グ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
は
お

ム
ユ
　

よ
そ

一
五
〇
〇
人
で
、
牧
畜
業
に
従
事
し
て
い
る
。
「ヤ
ク
ー
ト
」
と

い
う
グ

ル
ー
プ

は
わ
ず
か
二
三
二
人
で
、
大
興
安
嶺

「オ

ロ
グ
ヤ

・

エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自
治
郷
」
に
集
中
し
て
い
る
。

二
〇
〇

三
年
夏

に
話
題
に
な

っ
た

エ
ヴ

ェ
ン
キ
族

の
移
住
は
ま
さ

に
オ

ロ
グ

ヤ

・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自
治
郷
に
集
中
す
る

「ヤ
ク
ー
ト
」

グ
ル
ー
プ

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
中
国
少
数
民

族

の
中
で
狩
猟
と
ト
ナ
カ
イ
の
飼
育
で
生
計
を
立
て
て
い
る
唯

一
の

ケ
ー
ス
と
し
て
、
銃
に
よ
る
狩
猟
生
業
が
中
国
政
府
に
認
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、

エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
の
中
で
も
と
り
わ
け
特
別
な
存
在

と
さ
れ
、

し
ば
し
ば

「狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
」、

「使
鹿

エ
ヴ

ェ
ン
キ
」

(ト
ナ
カ
イ
を
飼

い
馴
ら
し
て
い
る
エ
ヴ

ェ
ン
キ
)と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
文
章

で
は

「狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
」
を
用

い
て
こ
の
グ
ー

ル
プ
を
示

し
て
お
く
。

こ
の
グ

ル
ー
プ

は
彼
ら
の
狩
猟
と
ト
ナ
カ
イ
飼
育
と
い
う
生
業
を

依
存
す
る
山
を
下
り
、
「定
住
区
」
と

い
う
新
し
い
世
界
に
本
当
に
身

を
委
ね
る

の
か
。
本
稿
は
二
〇
〇
二
年
夏
に
彼
ら
の
村
を
訪
れ
た
時

の
見
聞
を
通
し
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
抱
え
て
い
る
問
題
を
明
ら
か

に
し
、
伝
統
と
近
代

の
狭
間
に
喘
ぐ
中
国
少
数
民
族

の
在
り
方
を
考

え
た
い
。

オ
ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自
治
郷

9

二
〇
〇
二
年
夏
の
オ
ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

エ
ン
キ
族
自
治
郷

北
京
発

ロ
シ
ア
行
き
の
国
際
列
車
は
三
二
時
間
走

る
と
、
内

モ
ン

ゴ
ル
自
治
区
ホ

ロ
ン
バ
イ
ル
盟
の
根
河
市
と

い
う
林
業

の
町
に
着
く
。

オ
ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自
治
郷
は
こ
の
根
河
市

に
所
属
す
る
。

根
河
か
ら
北

へ
の
ロ
ー
カ
ル
列
車
に
乗
り
換
え
、
大
興
安
嶺
の
原
始

林

の
中
を
さ
ら
に
八
時
間
走
る
と
、

マ
ン
キ

(満
帰
)
と
い
う
駅
に

辿
り

つ
く
。

エ
ヴ

ェ
ン
キ
語

で

「
一
人
の
モ

ン
ゴ
ル
人
が
見
え
た
」

を
意
味
す
る
こ
の
駅
か
ら
車

で
さ
ら
に
北

へ

一
時
間
ほ
ど
走
る
と
、

オ
ロ
グ
ヤ
自
治
郷
が
目

の
前

に
現
れ
る
。

こ
こ
か
ら
中
国
最
北

の
町

で
あ
る
モ
ハ

(漠
河
)
ま
で
は
わ
ず
か

一
〇
〇
キ
ロ
し
か
な
い
。

エ
ヴ
ェ
ン
キ
語

で

「ポ
プ
ラ
が
茂
る
と
こ
ろ
」
を
意
味
す
る
オ
ロ

グ
ヤ
自
治
郷
は
そ
の
名
の
通
り
、
オ

ロ
グ
ヤ
河
と
高

い
ポ
プ

ラ
や
白

樺
に
包
ま
れ
た
静
か
な
村
で
あ
る
。
村
に
入
る
と
、
ま
ず
目
に
映
る

の
は

一
〇

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
白

い
ト
ナ
カ
イ

の
像
で
あ
る
。
ト
ナ
カ

イ
は
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人

の
民
族
的
シ
ン
ボ

ル
で
、
と
り
わ
け
、
白

い
ト
ナ
カ
イ
は
珍
し
く
、
「神

の
鹿
」
と
言
わ

れ
る
。
村
は
深
い
林
に

位
置
し
な
が
ら
、
役
場
を
は
じ
め
、
銀
行
、
郵
便
局
、
学
校
、
病
院
、

博
物
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
整

い
、
各
家
庭

に
は
テ
レ
ビ
、
電
話
が

取
り
付
け
ら
れ
、
近
代
的
な
町
の
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
中
国
の
民
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族
学
者

で
あ
る
呂
光
天
氏
は
、

一
九
六
〇
年
代

に
行

っ
た
調
査
報
告

で
、
原
始
父
系
社
会
で
あ

っ
た
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
は
野
獣

の
皮
を

身
に
纏

い
、
松
や
白
樺
で
作
ら
れ
た
円
錐
形
テ
ン
ト

「
ツ
ウ
ォ
ロ
ォ

ズ
」
(撮
羅
子
)
の
家
を
持
ち
、
冬
に
は
二
、
三
日
、
夏
に
は

一
五
日

間
に
も
及
ぶ
サ
イ
ク
ル
で
常

に
ト
ナ
カ
イ
を
伴

っ
て
移
動
生
活
を
営

む
、
「引
越

し
好
き
」
な
民
族
だ
と
記
述
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年

の

夏

に
オ

ロ
グ
ヤ
自
治
郷
を
訪
れ
た
私

の
前
に
は
、
ト
ナ
カ
イ
も
い
な

け
れ
ば
、
猟
銃
も
な
く
、
町
づ
く
り
か
ら
人
々
の
衣
服
、
暮
ら
し
ぶ

り
ま
で
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
外

の
世
界
と
あ
ま
り
違
わ
な

い
風
景
が

あ

っ
た
。
あ
え
て
自
治
郷
の
特
徴
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
村
は
中
国

の
都
市

の
持

つ
喧
騒
と
農
村

の
み
す
ぼ
ら
し
さ
の
い
ず
れ
も
な
く
、

ど
こ
か
日
本
の
風
光
明
媚
な
リ
ゾ
ー
ト
地
に
似

て
い
た
。

ロ

オ
ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

エ
ン
キ
族
自
治
郷
の
生

い
立
ち

先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
夏

の
オ

ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

エ
ン

キ
族
自
治
郷

の
移
住
は
中
国

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
た
が
、
実

は
、

こ
の
風
光
明
媚
な
自
治
郷

は
彼
ら
が
先
祖
代
々
住
み
慣
れ
て
き

た
歴
史
あ
る
故
郷
で
は
な

い
の
だ
。
オ

ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自

治
郷
が
成
立
す
る
以
前
に
、
彼

ら
は
す
で
に
半
強
制
的
な
移
住
を
経

験
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
時
、
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
は
大
興

安
嶺
オ
ル
グ
ナ
川
流
域

の

「キ
カ
ン
」
(奇
乾
)
と
い
う
中

ソ
国
境
地

域

に
生
活
し
て
い
た
。

一
九
五
七
年
、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
人
民
政

府

の
承
認

の
下
で

「キ
カ
ン
・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
民
族
郷
」
が
成
立
し
た
。

中
国
政
府
は
キ
カ
ン
に
、
三

一
世
帯
、

一
七
〇
人

の
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン

キ
人
の
た
め
に

「人
工
的
」
な
定
住
村
を
建
設

し
た
が
、
定
住
生
活

を
営
ん
だ
の
は
八
世
帯
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
六
〇
年
秋
に
は
定

住
は

一
八
世
帯
に
増
え
た
が
、
狩
猟
に
慣
れ

た
狩
人
と
放
し
飼
い
に

慣
れ
た
ト
ナ
カ
イ
は
結
局
定
住
生
活

に
適
応

で
き
な
か

っ
た
た
め
、

六

二
年
に
は

=
二
世
帯
に
減

っ
た
。

=
二
世
帯

の
う
ち
で
も
郷
長
と

物
資
調
達
屋
の
店
長
二
人
を
除
き
、
他
は
村

に
家
屋
を
持

つ
だ
け
で
、

実
際
は
森

の
中
で
狩
猟
し
な
が
ら
移
動
生
活

を
送

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。狩

猟

の
民
の
試
練
は
こ
う
し
た
定
住
政
策

だ
け
で
は
な
か

っ
た
。

中

ソ
対
立
が
公
然
化
し
た

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
国
境
に
近
す

ぎ

る
彼
ら
は
国
防
上
好
ま
し
か
ら
ぬ
存
在
と
な

っ
た
。

こ
の
た
め
、

一
九
六
五
年
に
、
中
国
政
府

は
国
境
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
マ

ン
キ

へ
の
移
住
を
決
定
し
た
。
こ
の
年
の
九

月
、

マ
ン
キ
に
新
し
い

自
治
郷

の
郷
政
府
が
設
置
さ
れ
、
キ
カ

ン
に

い
た

一
七
〇
名

の
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
は
マ
ン
キ
近
く
の

「オ

ロ
グ

ヤ
」

へ
移
動
さ
せ
ら
れ

た
。

一
九
七
三
年
、
郷
政
府
も

「オ

ロ
グ
ヤ
」
に
移
り
、
自
治
郷
の

名
前
は
正
式
に
オ
ロ
グ
ヤ
・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自

治
郷
に
変
更
さ
れ
た
。

キ
カ
ン
民
族
郷
と
同
様
に
、
オ

ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自
治
郷

の
定
住
も
当
初
は
芳
し
く
な
か

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
大
部
分
の
狩

猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
は
中
国
政
府

の
建
て
た
住
宅
を
会
議
や
病
気
な
ど

で
下
山
す
る
時

に
利
用
し
、
そ
れ
が
終
わ
れ
ば
、
ま
た
森

へ
戻

っ
て
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い
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
狩
猟
の
衰
退
、

ト
ナ
カ
イ
飼
育
者

の
減
少
、
さ
ら
に
若
者
の
生
活
様
式

の
変
化
な
ど

に
伴
い
、
定
住
は
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
現
在
、
自
治
郷
に
木
材
工
場
、
鹿
茸
加
工
工
場
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
、
大
多
数

の
狩
猟

エ
ヴ
ェ
ン
キ
人
は
国
家
幹
部
、

医
師
、
教
師
、
工
場
労
働
者
、
銀
行
員
な
ど
に
な
り
、
定
住
生
活
を

営
む
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

こ
の
村

に
住
ん
で
い
る
二
〇
〇
人
余
り
の
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン

キ
人
の
ほ
か
、
結
婚
な
ど
の
理
由

で
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ダ

フ
ー

ル
、
「外
来

エ
ヴ

ェ
ン
キ
」
、
漢
民
族
な
ど
が
増
え
た
結
果
、
多
民
族

的
構
成

へ
と
変
化
し
、
計
五
六
〇
人
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
多

民
族
的
構
成
に
伴

い
、
日
常
生
活

に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も

エ
ヴ

ェ
ン
キ
語
か
ら
中
国
語

(漢
語
)
に
変
わ

っ
た
。
た
だ
依
然

三
〇
名
ほ
ど
の
エ
ヴ

ェ
ン
キ
狩
人
は
、
こ
の
村
に
設
け
た
家
に
住
ま

ず
、
村
の
周
囲
五
〇
ー

一
〇
〇
キ

ロ
の
範
囲
内
に
あ
る
原
始
林

に
四

つ
の
拠
点
を
作
り
、
狩
猟
と
ト
ナ
カ
イ
飼
育
と
い
う
移
動
生
活
を
続

け
て
い
る
。

〔
[

オ
ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自
治
郷
の
移
住

オ
ロ
グ
ヤ

・
エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
自
治
郷
が
成
立
し
て
か
ら
、
狩
猟

エ

ヴ
ェ
ン
キ
人
は
少
数
民
族
と
し
て
住
宅

・
医
療

・
教
育

・
老
人

ホ
ー

ム
の
無
料
化
を
は
じ
め
、
食
料
供
給
の
補
助
、
就
職
の
斡
旋
、
一
人

っ

子
政
策

の
適
用
除
外
な
ど
多
方
面
に
及
ぶ
優
遇
措
置
を
受
け
、
基
本

生
活
は
国
か
ら
ほ
ぼ
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
方
、
改
革
開
放
時
代
に
入

っ
て
か
ら
、
自
治
郷
で
は
国
か
ら
の

「優

遇
」
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
手

で
村
を
振

興
し
よ
う
と
い
う
機
運

が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
彼
ら
は
狩
猟

エ
ヴ
ェ
ン
キ
民
俗
観
光
と
い
う

「文
化
開
発

」
に
力
を
入
れ
、
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
博
物
館
と
民
芸
品
店
を
作

っ
た
。
し
か
し
、
交
通
の
不

便
さ
と
、
売
り
も
の
で
あ
る
ト
ナ
カ
イ
が
い
な
い
た
め
、
こ
の
文
化

開
発
は
多
く

の
観
光
客
と
投
資
者
を
引
き
寄

せ
る
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
。

困
り
果

て
た
自
治
郷
に

一
九
九
九
年
に

「再

生
」
の
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
た
。

こ
の
年
、
人
口

一
〇
万
人
以
下

の
少

数
民
族
を
支
援
す
る

補
助
金
計
画
を
打
ち
出
し
た
中
国
政
府

の
政
策

に
呼
応
し
て
、
根
河

市
政
府
は
そ
の
補
助
金
を
使

っ
て
オ

ロ
グ
ヤ
郷
全
体
を

「移
住
」
さ

せ
よ
う
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
交
通
の
不
便

な
自
治
郷
を
開
発
す

る
よ
り
、
都
市

に
近
く
観
光
開
発
が
行

い
や

す
い
と
こ
ろ
に
全
く
新

し

い
自
治
郷
を
作
る
、
と
い
う
発
想

で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
夏

に
オ

ロ
グ
ヤ
自
治
郷
を
訪
れ
た
私
が

「村
民
は
ど

う
思
う
か
」
と
郷
長
に

聞

い
た
と
こ
ろ
、
「皆
は
大
歓
迎
で
す
よ
」
と

い
う
答
え
で
あ

っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
前
記

の
よ
う
に
、
自
治
郷
に

住
ん
で
い
る
エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
は

「定
住
」
生
活

に
慣
れ
、
「狩
猟
」
は

単
な
る

「記
憶
」
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
同
じ
定

住
生
活
を
す
る
な
ら
、

こ
ん
な
森

の
奥
よ
り
、
医
療
や
教
育

レ
ベ
ル
が
高
く
、
仕
事

の
チ
ャ

ン
ス
が
多

い
町
、
都
市
の
方
が
良
い
に
決
ま

っ
て
い
る
。
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二
〇
〇

二
年
五
月
、
自
治
郷
移
住

の
可
否
に
つ
い
て
、
森

で
狩
猟

生
活
を
続

け
て
い
る
人
た
ち
を
含

め
て

一
八
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の

村
民
た
ち

は
無
記
名
投
票
を
行

い
、
た
だ

一
票

の
棄
権

を
除
き
、
全

て
は
賛
成

と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
三
八
年
間
の
歴
史
を
持

つ
自
治
郷

は
オ

ロ
グ
ヤ
の
地
を
離

れ
、
根
河
市

の
郊
外
に
移
る
こ
と

が
決
ま

っ
た
。
彼
ら
は
新
し
い
自
治
郷

に
お
い
て
国
か
ら
無
料
で
、

よ
り

モ
ダ

ン
な
生
活
施
設
を
貰
う

こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時

に
こ
れ

ま
で
認
め

ら
れ
た
狩
猟
用
の
銃
を
政
府

に
返
還
す
る
と

い
う
「対
価
」

も
支
払
う

の
で
あ
る
。
新
し
い
自
治
郷
で
ト
ナ
カ
イ
の
飼
育
場
を
作

り
、

い
ま

ま
で
原
始
林

の
中
に
放
し
飼
い
に
し
て
い
た
ト
ナ
カ
イ
を

そ
こ
に
入

れ
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
目
玉
に
し
よ
う
と
自
治
郷
政
府
は

企
画
し
て

い
る
。
彼
ら
の
こ
う
し
た
プ
ラ
ン
を
聞
き
な
が
ら
、
少
数

だ
が
そ
れ

こ
そ
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
ず

っ
と

森

で
移
動

生
活
を
営
ん
で
い
る
あ
の
数
十
人

の
狩
人
た
ち
は
本
当
に

迷

い
な
く
森
を
出

る
決
心
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
、と
思
い
を
馳
せ
た
。

私
の
気
持
を
察
し
た
の
か
、
自
治
郷
郷
長
は
次
の
よ
う
に
慰
め
て

く
れ
た
。

「せ

っ
か
く
自
治
郷
ま
で
来
て
下
さ
っ
た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
山
に
行

か
な

い
と
ト
ナ
カ
イ
が
見
ら
れ
な
い
の
は
申
し
わ
け
な
い
ね
。
今
度

来
る
時

に
は
、
も
う
こ
ん
な
遠

い
と
こ
ろ
ま
で
こ
な
く
て
も
、
新
し

い
自
治
郷

の
飼
育
場
で
ト
ナ
カ
イ
が
見
ら
れ
る
よ
」
。

一
一

ト
ナ
カ

イ
と
狩

人

H

孟
貴

一
四
支
の
訪
問

オ

ロ
グ
ヤ
自
治
郷
に
別
れ
を
告
げ
た
後
、
私

は
森
で
移
動
生
活
を

続
け
て
い
る
四

つ
の
拠
点

の

一
つ
で
あ
り
、
ト

ナ
カ
イ
の
数
が

一
番

多

い

「孟
貴

一
四
支
」

へ
行
く
こ
と
に
し
た
。

同
行
し
て
く
れ
た
通
訳
の
バ
ト
さ
ん
は
小
柄
な
四
〇
代
の
男
性

で
、

中
国
共
産
主
義
青
年
団

(共
青
団
)
オ

ロ
グ

ヤ
郷
委
員
会
の
書
記
と

い
う
肩
書
を
持

つ
。
共
産
党
は
こ
ん
な
山
奥

で
も
、
そ
の
組
織

の
根

を
下
ろ
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。
実

は
、
民
族
区
域
自
治
の

一
つ
の
象
徴
と
し
て
、
中
国
の
民
族
区
域
自
治
法
は
、
(自
治
区
、
自

治
州
、
自
治
県
、
自
治
郷
な
ど
)
各

レ
ベ
ル

の
自
治
区
域

の
首
長
は

少
数
民
族
出
身
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
し
て
い
る
。

こ

の
た
め
、中
国
政
府
は
こ
れ
ま
で
十
以
上
の
民
族
系
大
学
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
民
族
幹
部

の
養
成

に
力
を
入
れ
て
き
た
。
オ

ロ
グ

ヤ
自
治
郷
の
古
香
連
郷
長
も
バ
ト
さ
ん
も
新

中
国
が
育

て
た
少
数
民

族
幹
部

で
あ
る
。

孟
貴

一
四
支

へ
の
道

の
り
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

四
輪
駆
動
車
は
で
こ
ぼ

こ
の
泥
道
を
四
時
間
も
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
あ
た
り
は

一
九
八
〇
1
九
〇
年
代
に
経
済
開
発
ブ
ー
ム

で
森
林

の
伐
採
が
大
々
的
に
行
わ
れ
、
一
時
大
変
な
賑
や
か
さ
で
あ

っ
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た
が
、
近
年
中
国
政
府
に
よ
る
原
始
林
保
護
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

り
、
森

は
本
来

の
静
け
さ
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
確
か
に
、
孟
貴

一
四

支
ま
で
走

っ
て
い
た
間
に
、
車
は
も
ち
ろ
ん
人
間
に
も
、
わ
ず
か
二

人

の
山
林
保
護
労
働
者
を
除
き
、

一
切
出
会
わ
な
か
っ
た
。

ロ

ト
ナ
カ
イ
の
風
景

四
時
間

も
か
か
っ
た
悪
路

の
旅

の
末
、
目

の
前
に
現
れ
た
の
は
、

き
ら
き
ら
と
燃
え
上
が
る
篶
火

の
近
く
で
、
数
十
頭
も
の
ト
ナ
カ
イ

が
悠
々
と
草
を
噛
み
、
そ
の
周
囲

に
そ
れ
ぞ
れ
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

間
隔
で
三

つ
の
簡
易
テ
ン
ト
が
立

て
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
景
色
で

あ

っ
た
。

森
、
篶
火
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
流
れ
る
渓
流
、
そ
し
て
ト
ナ

カ
イ
。
そ

の
風
景
は
幻
想
的
に
す
ら
思
え
て
、
初
め
て
本
物

の
ト
ナ

カ
イ
を
見

る
筆
者
は
思
わ
ず
息
を
呑

み
、
こ
の
メ
ル

ヘ
ン
的
世
界
に

し
ば
ら
く
耽

っ
た
。

日
本

で
は

「サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
ト
ナ
カ
イ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強

い
こ
の
動
物

は
、
中
国
語
で

「馴
鹿
」
と
呼
ぶ
。
色
は
普
通
灰

褐
色

で
、
頚

は
白

い
。
体
長
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
。
雌
雄
と
も
美
し
い

角
を
持

っ
て
い
る
た
め

「角
鹿
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
ト
ナ
カ
イ
の
も

う

一
つ
の
俗
名

で
あ
る

「四
不
像
」

(四
つ
の
ど
れ
と
も
似
て
い
な

い
)
は
こ
の
動
物

の
姿

を
よ
く
言
い
得

て
い
る
と
思
う
。
『吉
林
通

志
』
の

「食
貨
志
」
に
よ
れ
ば
、
「四
不
像
と
は
、
足
は
牛
に
似

て
牛

で
は
な
く
、
頭
は
馬
に
似
て
馬
で
は
な
く
、
体
は

ロ
バ
に
似
て
ロ
バ

で
は
な
く
、
角
は
鹿
に
似

て
鹿
で
は
な
く
、
草
食
の
家
畜

で
は
な
く
、

蘇

苔

だ

け

を

食

べ

る
。

......

(人

が

使

う

時

に

)

呼

ぶ

と

来

る

し

、
使

わ

な

い
時

に

は
放

し

飼

い
に

す

る
。

ト

ナ

カ

イ

の
性

格

は

お

と

な

し

く

、

よ

く

走

り

、

良

い
馬

と

同

じ

く

す

ば

ら

し

い
動

物

で
あ

る
」

と

い
う

。

目

の
前

の

ト

ナ

カ

イ

は
確

か

に

そ

の
通

り

で
あ

る
。

角

と

頭

、

胴

体

、

さ

ら

に

足

が

そ

れ

ぞ

れ

鹿

、

馬

、

ロ

バ
、

牛

と

似

て

い
る

も

の

の
、

イカナLたしを目いし優

全
体
は
ど
の
動
物
と
も
似

て
い
な
い
。
大
変

温
和
な
動
物

で
、少
し
ず

つ
近
づ
く
筆
者
か
ら
逃
げ
よ
う
と
は
せ
ず
、

逆

に
優
し
い
目
で
こ
ち
ら
を
見

つ
め
て
い
る
。
「触

っ
て
も

い
い
で
す

よ
」
と
隣
に
い
る
若

い
エ
ヴ

ェ
ン
キ
青
年
は
言

い
な
が
ら
、

一
頭
の

ト
ナ
カ
イ
の
角
を
押
さ
え
て
く
れ
た
。
触

っ
て
み
る
と
、
灰
色

の
毛

が
ふ
さ
ふ
さ
し
て
、
実
に
可
愛
ら
し
い
動
物
だ
と
思
え
た
。

ト
ナ
カ
イ
は
蘇
苔
や
地
衣
類
を
食
べ
、
季
節
ご
と
に
群
れ
で
移
動
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す
る
。
人

に
慣
れ
や
す
い
動
物

な
の
で
、
家
畜
化
す
る
と
騎
乗
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
昔
か
ら

エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
、
オ
ロ
ン
チ

ョ
ン
族
は
ト

ナ
カ
イ
を
飼

い
馴
ら
し
て
、
狩
猟
や
移
動

の
時
に
必
要
な
乗
物
と
し

て
森
の
中

で
使
用
し
て
い
た
。
オ

ロ
グ
ヤ
は
、
現
在
中
国
に
お
け
る

希
少
動
物

で
あ
る
ト
ナ
カ
イ
の
唯

一
の
産
地
と
し
て
、
北
京
動
物
園

を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
動
物

園
に
ト
ナ
カ
イ
を
供
給
し
て
い
る
。

ト
ナ
カ
イ
飼
育
の
歴
史
は
非
常
に
古
く
、
す
で
に
唐
代
の
歴
史
書
『文

献
通
考
』
「四
喬
伝
」
に
そ

の
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

バ
イ
カ
ル
湖

の
北
五
〇
〇
里
に

「鞠
国
」
と
い
う
国
が
あ

り
、
そ

こ
に
は
羊
と
牛
が
お
ら
ず
、
ト
ナ
カ
イ
が
国
の
家
畜
と
し
て

車
を
引

い
た
り
、
人
を
乗
せ
た
り
し
た
と

い
う
。

こ
の
歴
史
記
録
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
昔

の
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人

に
と

っ
て
ト
ナ
カ
イ
は
生
活

の
中

の
交
通
手
段

の
意
味
合

い
が
大
き

か

っ
た
。
彼
ら
は
狩
猟
を
し
な
が
ら
絶
え
ず
移
動
を
し
て
い
た

の
で
、

そ
う
し
た
移
動
生
活
を
営
む
上

で
必
要
不
可
欠
な
運
搬
道
具
と
し
て

ト
ナ
カ
イ
を
飼
育
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
鹿
茸
の
販
売
が
、
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
が
ト
ナ
カ
イ
を
飼
う
最
も
重
要
な
動
機
と
な

っ
て
い

る
。鹿

茸

は
鹿

の
袋
角

で
骨
化
し
て
い
な

い
出
た
て
の
ト
ナ
カ
イ
の
角

を
切
り
取

っ
た
も

の
で
あ
り
、
高
い
薬
用
価
値
を
持

っ
て
い
る
。

一

九
六
〇
年
半
ば
に
キ
カ

ン
か
ら
オ

ロ
グ
ヤ
自
治
郷

へ
移
住
し
て
き
た

狩
猟
エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
た
ち
は
、
七
〇
年
代
ま
で
は
ま
だ
彼
ら
の
伝
統

的
生
活

で
あ
る
狩
猟
を
続
け
て
い
た
。
当
時

の
彼
ら
は
森

で
獲
物
を

捕

っ
て
自
治
郷

へ
売
り
、
そ
れ
な
り
の
現
金
収
入
を
得
て
い
た
。
し

か
し
八
〇
年
代
以
後

に
入
る
と
、
急
速
な
森

林
伐
採
に
伴

っ
て
獲
物

が
急
減
し
、
同
時

に
鹿
茸

の
値
段
も
高
騰
し
た
。
そ
れ
で
狩
猟

エ
ヴ

ェ

ン
キ
人
た
ち
は
狩
猟
か
ら
ト
ナ
カ
イ
の
放
牧

に
切
り
替
え
、
鹿
茸

の

切
取
、
販
売
を
生
活
基
盤
と
す
る
こ
と
に
転

換
し
た
。
か

つ
て
獲
物

を
捕
る
た
め
に
移
動
し
て
い
た
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
は
現
在
、
鹿
茸

の
切
取
を
行
う
た
め
に
飼
育
し
て
い
る
ト
ナ

カ
イ
の
餌

で
あ
る
苔
を

求
め
て
ト
ナ
カ
イ
と

一
緒
に
漂
流
す
る
の
で
あ
る
。

〔
[

孟
貴

一
四
支
に
お
け
る
三

つ
の
家
族
と
そ
の
住
居

私
が
訪
れ
た
孟
貴

一
四
支

に
は
現
在
三

つ
の
家
族
が
暮
ら
し
て
い

る
。
七
四
歳

の
女
性

マ
リ
ア

・
ソ

(馬
利
亜

・
索
)
と
そ
の
嫁

の
王

英
が

一
家
族
。
三
〇
代
後
半

の
青
年
ヴ
ィ
カ

(維
加
)
、
そ
の
姉
リ

ュ

ウ
シ
ャ

(柳
霞
)、
そ
し
て
母
バ
ラ
ジ

ェ
イ

(巴
拉
傑
依
)
が
も
う

一

家
族
。
さ
ら
に
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
の
中

で
唯

一
の
鍛
冶
屋

で
あ
る

ア
ン
ド

(安
道
)
と
ト
ナ
カ
イ
の
放
牧
者

ソ
レ

(索
熱
)
が
三

つ
め

の
家
族
を
構
成
し
て
い
る
。

彼

ら
の
住
む
テ

ン
ト
は
高
さ
約

ニ
メ
ー
ト
ル
で
広

さ

一
二
平
方

メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
直
方
形
で
あ
る
。
テ
ン
ト

は
丈
夫
な
防
水
布
で
作

ら
れ
て
い
る
が
、
長
年
の
風
雨
の
た
め
か
、
も
と
の
白

い
色
は
す
で

に
薄

い
黒
に
変
わ

っ
て
い
る
。
性
能
が
良
く
移
動
に
も
便
利
な
こ
の

文
明
の
利
器
は
、

一
九
八
〇
年
代
に
自
治
郷
政
府

の
援
助
で
使

い
始

め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
は
伝
統
的
な
住
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ま

い
で
あ
る

「
ツ
ウ
ォ
ロ
ォ
ズ
」
で
暮
ら
し
て
い
た
。

前
に
触
れ
た
よ
う
に
、

ツ
ウ

ォ
ロ
ォ
ズ
は
松
や
白
樺

の
棒
を
骨
組
み
と
し
て
作
ら
れ
る
高
さ
三
・三
メ
ー
ト

ル
、
直
径
約
四
メ
ー
ト
ル
の
円
錐
形
テ
ン
ト
で
あ
る
。

骨
組
み
の
上
に
白
樺
や
獣

の
皮
な
ど
を
掛
け
る
。
大

変

ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
て
お
り
か

つ
実
用
的
で
あ
る
。

い
ま
で
も
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
を
宣
伝
す
る
写
真
に

し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
博
物
館
以
外
で
こ
れ
を
見

る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。

テ

ン
ト
の
中
は
意
外

に
明

る
い
。
し
か
し
、
木
の

板
と
動
物

の
皮
で
作
ら
れ
た

ベ
ッ
ド
、
暖
炉
、
さ
ら

に
小
さ
い
物
置
棚
を
除
け
ば
、

こ
れ
と
い
っ
た
家
具

は
な
く
、
大
変
簡
素
な
生
活
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。

い
や
、
テ
ン
ト
暮
ら
し
に
な

っ
て
も
彼
ら
は
依
然

ツ

ウ
ォ
ロ
ォ
ズ
時
代
の
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
の
生
活
習

慣
を
保
ち
続
け
て
い
る
と
言

う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

テ
ン
ト
の
真
ん
中
に
は
火
が
燃
え
、
北

に
は
マ
ル
神

が
位
置
し
て
い
る
。
男
性
と
女
性
は
そ
れ
ぞ
れ
火
の

北
と
南

に
座
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
北

の
マ
ル
神

の
場
所
は
主
婦
と

一
五
歳
未
満

の
女
子
を
除
き
、
女

子
禁
制

で
あ
る
。
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四

移
住
に
つ
い
て
孟
貴

一
四
支

の
人
々
に
本
音
を
聴
く

ヴ
ィ
カ
は
北
京
中
央
民
族
大
学
か
ら
の
客
と
分
か
る
と
、
と
て
も

親
切
に
私

を
テ
ン
ト
に
招

い
て
く
れ
た
。
彼
に

「標
準
語
が
綺
麗
で

す
ね
」
と
褒
め
る
と
、
「中
央
民
族
大
学
で
二
年
間
勉
強
し
た
」
と
誇

ら
し
げ
に
話
し
て
く
れ
た
。

こ
の
山
奥
に
い
な
が
ら
、
彼
は
ジ
ー
パ

ン
を
は
き
、
ア
メ
リ
カ
人
歌
手

の
顔
と
英
語
が
印
刷
さ
れ
た
T
シ
ャ

ツ
を
着

こ
な
し
、
汚
れ
て
い
る
が
都
会

の
若
者
の
雰
囲
気
が
漂
う
。

彼

の
隣
で
古

い
人
民
服
姿
で
恥
ず
か
し
そ
う
な
笑
顔
を
し
て
い
た
ソ

レ
と
リ

ュ
ウ
シ
ャ
も
、
す
ら
す
ら
中
国
語

の
標
準
語
を
喋
る
こ
と
に
、

ま
た
驚

い
た
。

「長
老

の
マ
リ
ア
・
ソ
以
外
は
、
み
な
多
少
中
国
語
が

喋
れ
る
よ
」
と
リ

ュ
ウ
シ
ャ
は
言

っ
た
。

エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
は
文
字
を
持

た
な
い
た
め
、
小
学
校
か
ら
中
国
語

教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
。
オ

ロ
グ
ヤ
で
の
四
〇
年
近
く
も
の
定
住
生

活
を
経

て
、子
供
の
中
国
語
教
育

に
関
心
を
持

つ
親
は
か
な
り
増
え
、

そ
れ
も
今
度

の

「村

の
引
越
し
」
を
強
く
支
持
し
た
理
由

の

一
つ
の

よ
う
で
あ
る
。
ヴ
ィ
カ
の
母
バ
ラ
ジ

ェ
イ
も
そ
う
し
た
意
見

の
持
ち

主

で
あ
る
。
実
は
自
治
郷

の
人
民
代
表
も
し
て
い
る
バ
ラ
ジ
ェ
イ
は

教
育
熱
心
な
母
、
祖
母
と
し
て
村
で
知
ら
れ

て
い
る
。
ヴ
ィ
カ
、
リ

ュ

ウ

シ
ャ
の
姉

で
あ
る
リ

ュ
ウ
バ

(柳
芭
)
は
狩
猟

エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
か

ら
誕
生
し
た
初
め
て
の
大
学
生
で
あ
り
、
バ
ラ
ジ

ェ
イ
は
そ
れ
を
と

ハ
　
　

て
も
誇
り

に
し
て
い
た
。

ヴ
ィ
カ
兄
弟

の
従
兄
弟

で
あ
る
ソ
レ
は
三
〇
代
で
、
自
分

の
ト
ナ

カ
イ
を
持
た
ず
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
ト
ナ
カ
イ

の
放
牧
を
手
伝

っ
て
い

る
。
移
住
に
つ
い
て
聞
く
と
、
彼
は

「私
は
賛
成

だ
が
、
ト
ナ
カ
イ

は
賛
成
な
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
」
と

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
答
え
て
く

れ
た
。
詳
し
く
話
を
聞

い
て
い
る
間
に
、
未
婚

の
彼
が
町
の
近
く
に

家
具
の
揃

っ
た

一
軒
屋
を
手
に
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
嫁
も
来
る
で
あ
ろ

う
と

い
う
期
待
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

た
。

一
方
、
彼
は
放
し

飼

い
に
慣
れ
た
ト
ナ
カ
イ
が
小
屋
に
入
れ
ら

れ
て
、
本
当
に
大
丈
夫

な
の
か
と
い
う
心
配
も
確
実
に
抱

い
て
い
る
。

四
〇
代
後
半
の
リ

ュ

ウ
シ
ャ
は
母
の
決
断
に
任
せ
る
と
言

い
な
が
ら
、
定
住
村
よ
り
森

の

生
活
を
好
む
自
分
が
果
た
し
て
町

の
生
活
に
適
応
で
き
る
か
と

い
っ

た
不
安
を
覗
か
せ
た
。

ま
た
、
北
京
と
い
う
大
都
会
の
生
活
を
体
験

し
、
日
本
流
に
い
え

ば

U
タ
ー
ン
し
て
き
た
ヴ
ィ
カ
は
微
笑
み
な

が
ら
、
「我
々
は
外

の
世

界
や
村

の
生
活
よ
り
、
や
は
り
こ
の
森
の
生

活
が

一
番
合

っ
て
い
る

の
だ
」
と
言

っ
た
。

ソ
レ
と
同
じ
く
、
彼
も
や
は
り
ト
ナ
カ
イ
の
こ

と
を
心
配
し
て
い
る
。
長
年
蘇
苔
だ
け
を
食

べ
て
き
た
ト
ナ
カ
イ
を

飼
育
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
餌
も
蘇
苔
か
ら
草

に
切
り
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
オ
ロ
グ
ヤ
自
治
郷
は
餌
の
切
替

に
成
功
し
た
と
言

っ

て
い
る
が
、
苔
を
好
む
ト
ナ
カ
イ
に
本
当
に

い
い
の
か
、
餌
代
を
ど

の
よ
う
に
拠
出
す
る
の
か
な
ど
、
彼
ら
の
不

安
は
や
は
り
払
拭
し
き

れ
て
い
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
移
住
に
伴
う
政
府

へ
の
銃
の
返

納
に
は
、
皆
が
意
外
と

さ

っ
ぱ
り
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
二
〇
年
間
、
大
興
安
嶺
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地
域
に
お
け
る
急
激
な
開
発

で
自
然
環
境
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て

い
る
。
加
え
て
、
密
猟
が
狙
猟
を
極
め
た
た
め
、
野
生
動
物
が
大
幅

に
減
少
し
、
今
は
ほ
と
ん
ど
獲
物
が
取
れ
な
い
状
態
に
陥

っ
て
い
る

か
ら
で
あ

る
。
「
で
も
銃
を
返
す
前
に
、
い
っ
ぱ
い
狩
り
を
し
、
森

の

全
て
を
捕

っ
て
や
る
ぞ
」
と
彼
ら
が
鋭
い
目
付
き
で
叫
ん
だ
時
、
私

は
狩
人
た
ち
と
森
、
獲
物
と
の
引
き
離
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
強

い
共

生
関
係

の

一
端
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

㈲

長
老

マ
リ

ア

・
ソ

孟
貴

一
四
支
に
あ
る
三
家
族
の
う
ち
、

マ
リ
ア

・
ソ
老
人
は
鹿
茸

の
販
売

で
成
功
し
、
す
で
に
八
〇
年
代

に
現
地
随

一
の

「万
元
戸
」

と
な
っ
て
い
た
人

で
あ
る
。
現
在
、
彼
女
は
三
〇
〇
頭
以
上
の
ト
ナ

カ
イ
を
持

ち
、

一
頭
五
〇
〇
〇
元

の
市
場
価
格
で
計
算
す
れ
ば
、

一

五
〇
万
元

に
な
る
。
こ
れ
は
大
都
会
で
も
大
金
持
だ
が
、
彼
女

の
テ

ン
ト
に
は
鉄
製

の
ス
ト
ー
ブ
、
二

つ
の
ア
ル
ミ
鍋
、

ベ
ッ
ド
と
い
っ

た
感
じ

で
、
暮
ら
し
ぶ
り
は
実
に
簡
素
そ
の
も
の
で
あ
る
。

老
人
は
生
涯
を
森

の
中
で
過
ご
し
て
き
た
。
子
供

の
時
か
ら
父
と

狩
猟
生
活

を
し
、
獲
物

を
持

っ
て
、
ロ
シ
ア
人
の
商
人
と
食
料
、
布
、

お
茶
を
交
換
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
影
響
を

受
け
た
彼
女

は
簡
単
な

ロ
シ
ア
語
を
喋
れ
る
し
、
名
前

の

「
マ
リ
ア
」

も
ロ
シ
ア
の
影
響

で
あ

る
。
共
に
暮
ら
し
て
い
る
嫁

の
王
英
は
穏
や

か
な
女
性

で
、
父
親
が
漢
民
族

で
母
親
は
エ
ヴ
ェ
ン
キ
族
で
あ
る
。

移
住

の
こ
と
を
尋
ね

る
と
、
地
べ
た
に
座

っ
て
い
る
老
人
は
何
も

答
え
ず
、
た
だ
混
濁

し
た
目
で
前
方
を
見

つ
め
る
だ
け
で
あ

っ

た
。
彼
女
は
ま
だ
息

子
の
何
鉄
軍
を
失

っ

た
悲
し
み
に
包
ま
れ

て
い
る
。
森

の
生
活

環
境

は
厳
し
い
だ
け

で
は
な
く
、
危
険
を

常

に
伴
う
も

の
で
も

あ
る
。彼
女
の
息
子
、

王
英
の
夫
は
、
前
年

狩
猟
中
に
亡
く
な
っ

た

の
で
あ

る
。

「母

は
も
ち
ろ
ん
引
越
し

を
し
た
く
な

い
。

こ

の
森
は
母

の
家
、

れ
た
。

が
、

、

母
の
全
て
で
あ
る
」
と
、
嫁
の
王
英
は
教
え
て
く

マ
リ
ア

・
ソ
も
自
治
郷
に
政
府
か
ら

の
住
宅
を
も

っ
て
い
る

ト
ナ
カ
イ
に
こ
よ
な
く
愛
情
を
注
ぐ
彼
女
は
、
零
下

一
五
-
二

〇
度
の
真
冬
で
も
ほ
と
ん
ど
下
山
す
る
こ
と

は
な
か

っ
た
。

ト
ナ
カ
イ
だ
け
で
は
な
い
。

マ
リ
ア

・
ソ
の
夫
を
は
じ
め
、
森

に

は
家
族
た
ち
が
安
ら
か
に
眠

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ナ
カ
イ
、
家

族
、
先
祖
。
森
は
彼
女
を
生
み
、
彼
女
を
育

て
て
き
た
の
で
あ
る
。
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彼
女
に
と

っ
て
森
は
ま
さ
に
人
生
そ
の
も
の
で
あ
り
、
魂
そ
れ
自
体

で
あ
る
。

も
し
移
住

に
対
し
て
七
四
歳

の
彼
女
に
投
票
権
が
あ

っ
た

な
ら
ば
、
間
違

い
な
く
反
対

の

一
票
を
投
じ
た
だ
ろ
う
と
、
私
は
想

像
し
た
。

三

森
を
出
た
ト
ナ
カ
イ

オ

ロ
グ

ヤ
を
訪
れ
て
か
ら

一
年

が
経

つ
二
〇
〇
三
年

の
秋
、
予
定

よ
り

一
年

も
遅
れ
て
、
自
治
郷
は
よ
う
や
く
根
河
市

の
近
く
に
あ
る

「三
車
間

」
と
い
う
と

こ
ろ

へ
の
移
住
を
終
え
た
。
こ
の
移
住
に
対
し

て
、
中
国
政
府

は

一
五
〇
〇
万
元
を
投
じ
、
行
政
区
、
生
活
区
、
商

業
区
、
ト

ナ
カ
イ
飼
育
場
な
ど
を
備
え
る
新
し
い
定
住
村
を
作

っ
た
。

モ
ダ

ン
な
設
備
を
持

つ
六
二
軒

の
家
と

一
・六
八
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

擁
す
る
四
八
か
所
も
の
ト
ナ
カ
イ
飼
育
場
は
中
国
少
数
民
族
優
遇
政

策

の
象
徴

と
も
な
り
、
国
営
テ
レ
ビ
で
あ
る
中
央
電
視
台
に
も
大
々

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

移
住
に
先
立

っ
て
、
彼
ら
は
ま
ず
祖
先
を
祀

っ
た
。
そ
れ
か
ら
銃

を
政
府

に
上
納
し
た
。
最
も
大
切
な
行
事

で
あ
る
移
住

は
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
行

わ
れ
た
。
新
居
の
キ
ー
を
貰

い
、
喜
ん
で
い
る
第

一
組

の

人
々
の
様

子
が
テ
レ
ビ
に
映
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
も
な
く
、
人
々
の

予
感
は
当
た

っ
た
。
餌
不
足
と
新
環
境
に
慣
れ
な

い
ト
ナ
カ
イ
が
倒

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
移
住
が
失
敗
す
る
と
、
無
論
少
数
民
族

政
策
そ
れ
自
体

の
失
政

に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
ト
ナ
カ
イ
の
看
病
と

草
刈
り
の
た
め
に
、
自
治
郷
政
府

の
職
員
が
総
動
員
さ
れ
た
。
第

一

組
の
移
住
者
が
動
揺
し
て
い
る
最
中
に
、
バ
ラ
ジ

ェ
イ
ら
の
第

二
組

は
、
三
〇
頭
の
ト
ナ
カ
イ
を
伴

い
山
か
ら
降

り
て
き
た
。
新
聞
記
者

の
前
で
政
府

に
謝
意
を
述
べ
る
彼
女
の
姿
は
、

ど
れ
だ
け
自
治
郷
政

府
を
勇
気
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、

一
か
月
も
続

い
た
引
越
し
の
後

、
も
と
の

「オ

ロ
グ

ヤ
自
治
郷
」
は
無
人
村
に
な
り
、
五
〇
〇
頭

も
の
ト
ナ
カ
イ
が
新
し

い
自
治
郷

に
集
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
「新
天
地
」
に

マ
リ
ア
・
ソ
の

姿
は
な
か

っ
た
。
彼
女
は
自
分

の
ト
ナ
カ
イ
と
共
に
森
か
ら

一
歩
も

動
か
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
政
府

に
と

っ
て
は
民
族
政
策

へ
の
抗
議
を

意
味
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
今

の
と
こ
ろ
、
彼
女
の
こ
う

し
た
抵
抗

は
政
府
に
容
認
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
実

は
、
自
治
郷
の
飼
育
場
で
期
待
さ
れ
た
ト
ナ
カ
イ
の
餌
飼

い
が
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
た
め
、
自
治
郷
政

府
は
つ
い
に
ト
ナ
カ

イ
を
山

へ
戻
す

こ
と
を
決
意
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
執
筆

時

(二
〇
〇
三
年
末
)
に
新
し
い
定
住
村
に
移
住
し
た
狩
人
た
ち
は

村
か
ら

一
六
キ
ロ
離
れ
た
五
峰
山
南
潮
査
林

場
に
三

つ
の
拠
点
を
つ

く
り
、
ト
ナ
カ
イ
の
放
牧
を
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ト
ナ

カ
イ
の
飼
育
を
諦
め
、
ま
た
放
し
飼

い
に
戻

っ
た
の
で
は
な

い
。
自

治
郷
政
府

は
、
す
で
に
放
し
飼

い
に
慣
れ
た
ト
ナ
カ
イ
を
自
然
に
も

ど
し
、
新
し
く
生
ま
れ
た
ト
ナ
カ
イ
を
人
工
飼
育
す
る
と

い
う

「漸

進
的
な
放
し
飼

い
淘
汰
」

の
方
針
を
実
施
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

2i9-一 一伝 統 と近代の狭間



お
わ
り
に

本
稿

の
最
初

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者

は
も
と
も
と
喫
茶
習
俗

の
調
査

で

エ
ヴ

ェ
ン
キ
族
の
村
を
訪
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
二
年

夏

の
旅

は
当
初
の
予
想
を
超
え
、私

に
多
く

の
出
会
い
を
も
た
ら
し
、

さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。

一
九
六
五
年

に
オ

ロ
グ

ヤ

へ
移
住
し
た
エ
ヴ

ェ
ン
キ
人
を

「狩
猟
」
民
族
と
形
容

す
る
の
は
も
は
や
不
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
は
職
業
的
に
は
教

師
、
幹
部
、
獣
医
、
会
社
員
、
農
民
な
ど
多
種
多
様
で
、
文
化
的

に

も
、
日
常
会
話
か
ら
服
装
、
苗
字
ま
で
無
限
に
漢
民
族
に
近
づ
こ
う

と
し
て
い
る

(近
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
)。
ト
ナ
カ
イ
は

彼
ら
民
族

の
最
後
の

「砦
」
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

い
ま
、
そ

の
最
後
の

「砦
」
も
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ル
中
毒

に
陥

っ
て

い
た
。

筆
者

が

二
〇

〇

二
年

夏

、
孟
貴

一
四
支

の

テ

ン
ト

を
訪

れ
た

二
週
間

後

に
、
彼

女

は
飲
酒

の
末

、
故

郷

の
川

に

溺

れ
悲

し

い
最
期

を
遂
げ

た
。

こ
の
場

を
借

り

て
彼

女

の
冥
福

を
祈

り

た

い
。

参
考
文
献

秋
浦

等

『郭
温
克
人
的
原
始
社
会
形
態
』
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
。

呂
光
天

『郡
温
克
族
』
民
族
出
版
社
、

一
九
八
三
年
。

孔
繁
志

『赦
魯
古
雅
的
那
温
克
人
』
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

沈
林

『中
国
的
民
族
郷
』
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
。

孔
繁
志

『赦
魯
古
雅
郷
温
克
人
的
文
化
変
遷
』
天
津
古
籍
出
版
社
、
二

〇
〇
二
年
。

ZZo

 

注〈
1
>

日

本

で

は
、

エ
ヴ

ェ
ン
キ
狩

人

の
こ
と
を

現
在

で
も

「ヤ

ク
ー

ト

人
」

と
呼

ぶ

こ
と

が

あ

る
が

、
彼

ら

の
主

張

を
尊

重

す

る
た

め
、

本

稿

は

こ

の
名
称

を
使

わ
な

い
。

〈
2
>

一
九
九

七
年

に
、

リ

ュ
ウ

バ

は

「神

の
鹿

」
と

い
う

エ
ヴ

ェ
ン

キ

人

の
生

活

を
描

く

映
画

で
主
演

し
、

ま

さ

に
民
族

の

「
ス
タ

ー
」

と

な

っ
た
。

し

か
し

彼
女

は
都

会

の
近

代
的

生

活
様
式

と
生

ま

れ
故

郷

で
あ

る
森

の
伝

統

的

リ
ズ

ム
と

の
違

い
に
悩

ま

さ
れ
、

ア

ル

コ
i


